
(座談会)

協議会とともに歩んだ六十年
一杉本俊朗・綱11谷新治両先生に聞くー

聞き手

秋山 敦恵(立教大学)

菊川 秀男(元東経大・海産研)

松本 怖作(大東文化大学)

槽田 !i!;¥衛(京都大学)

高橋 宗生(アジア経済研究所)

菊川 両先生にもご報告をしたことですが、残念なことに経済資料協

識会はこの秋をもって解散することになりました。したがいま

して、乙の『経済資料研究jも、乙んどの号 (38号)が最終

号ということになります。会の機関誌であるこの雑誌は、我々

の研究報告の場としていままで編集・発行されてきましたが、

この号は、論文のほかに関係者の「思い出 Jの欄をもうけよう

とpう話になりました。

両先生にも、創設以来 60年近く協議会とともに歩んでこられ

たわけですから、いろいろな思いを沢山お持ちだと思います。

今日は思い出ぶかい事柄、懐かしい人々のこと、あるいはご自

分のこと、なんでも結構ですからご自由にお話しいただければ

と思います。

経済資料協議会の設立と創設期の人々

菊川 お二人とも会のスタート時点からかかわってこられましたね。

杉本僕は6岡あたりから出ているけどね、その頃僕はもう横浜国大

に赴任しているからね。

菊川 協議会成立後 2年目か 3年目ですよね。第 6回の総会にオブ

ザ-/~ーで出席され、加盟前なのに次回の総会開催校を引き受
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けられ、その総会(第7回)で加盟が認められたという話でしょ、

のん気なはなしですね。細谷先生は最初からですね。

細谷そう、最初から。

杉本呼びかけは神戸大だね。

菊川 神戸の販さんですか。

杉本 うん、神戸大の経済経営研究所事務長の原利雄さん。ねえ、細

谷さん。あなた協議会に最初参加した乙ろ、生島さんはもうい

たかな。ああ、『経済資料協議会五十年史Jに「資料係生島jっ

て脅いであるわ。

棚田 そうすると、生島さんは最初から参加されていたんですか。

菊川 最初からね。これは関口さんが『五十年史jに書いた生島さん

の思い出の記のなかの略歴なんですけどね。資料係主任という

ことで開f系なさっている。

構図 それは何年ですか。

菊川 神戸大のスタッフになったのは 1950年。協議会の創設が 51

年 1月ですね。

杉本小野一一郎君は、昔は大阪市大の研究所にいたの。

梅田 そうです、大阪市大です。

杉本 市大にいたの。それから京都に行ったのか。そうですか。

棚田 最初、住友銀行に入られたんですね。

杉本そうですか。

菊川 細谷先生、協議会のスター卜のとき、 6機関なのですね。東京

は一橋の経済研究所と東大の社会科学研究所の2機関。東大社

研はどなたが関係なさったんですか。

杉本 『五十年史jを見ると、最初の集まりのときの社研の出席者は、

事務長と図書係主任で、職員ですね。

菊川 どなたですか。

杉本研究員みたいな人は出席していないな、この第 1回は。一橋は

ね、研究員の宇津木正君と細谷さんが出ているんだよ。事務の

人は出ていないよ。社研はね、長谷川潔と言う事務の人と、図

書係主任の中村2長四郎。あとでは社研にいたでしょう、丸山真

男の筋子みたいな人が。その後アジ研に移った人。
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松本萩原宜之さん。彼が最初に出ているんですか。

杉本 いや、最初じゃない。あれは途中ですよ。

松本荻原さんは最初は社研ですけどね。

杉本 社研です。はじめは事務だけで、後に社研からも研究員の人も

出るようになったんだよ。そうそう。僕はね、 1年ぐらい社研

の非常勤講師というのになっていたんだよ。というのは、宇高

基輔がね、研究員が一人ぐらいずつ非常勤を頼む権限があった

らしいんだ。それで僕にね、資料室のアドバイザーになってく

れって言って。それで非常勤講師扱いなんだよ。 1週間に 1園、

社研に遊びに行っていたようなもんで、資料室で雑談ばかりし

ていた。何もしなくてもいいんだよ。

菊川 まあ、いろいろな文献やら資料や内外の学界の動向やらの情報

源というわけでしょう。

杉本 なんかね、非常勤講師i手当をくれたよ。

横田 授業をしに行ったわけではないんですね。

菊川 それは先生、「社会科学辞典Jをつくるという話が東大であり

ましたよね。経済学部ですか。それとは別ですか。

杉本 あれとは別。あれはね、僕が横浜国大へ行く前のことでね。

杉本先生の戦後史

菊川 先生、その頃のお住まいは?

杉本 大田区馬込だよ。 1950年に朝鮮戦争が始まったろう。またぞ

ろ東京から疎開しなきゃいかんということになって、東京脱出

を試みてここ片瀬に引っ越した。ここにうちの土地があったか

らさ。住宅金融公庫の融資の第 1岡目で建築資金を借りたんだ

よ。あのころ自分の土地があれば、金融公庫からすぐ借りられ

たんだ。そして、 26年の春からここで半年ぐらいぶらぶらし

ていて、雑文書いて食っていたら、横浜国大が新制大学になっ

て、 ドッジ・ラインの経済 9原則で、定員が空いていると、行

政整理で定員削られちゃうっていうんだよ。そこで穴埋めに来

てくれ、来てくれと言われた。英語と日本語の履歴書を出すん

だよ。進駐軍がそれを審査するんですよ。そして僕は神奈川県
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民になったから職住機近で地元にサービスしようと思って国大

に入ったわけですよ。

それが 11月だからね、 iHrtの途rllで授業の担当がないわけな

んだ。そうしたら学部長がね、「きみは本に詳しいから、資料

室を整備してくれ」ってね、それで研究資料室作りを始めたん

ですよ。

菊川 学(:tll長ってどなたですか。

杉本 徳WI栄太郎。あの人とは原広番胞で初対而だった。

菊川| その前後に東海大学があるでしょう O

杉本 東海大学というのは、当H寺、消水にあったんです。学長の松前

重義が教職パージになり、後を継いだのが浜[11成徳さん。二人

とも内村鑑三の無教会派なんだよ。理工系だけでは駄目で人文

社会系の学部も作らねばということで相談に行った先が同じ無

教会派の矢内原忠雄先生なんだ。どうしましょうかと聞いたら、

杉本'fJiがいるんじゃないか、杉本君に相談しなさいと先生が言

われたので浜田さんがやって来たんだよ。そんな経紳があって

ね、東大の「社会科学昨典 jの編集主任をやりながら、東海大

学のほうでも教I織をやっていたんですよ。二H立をやっていたん

です。その頃は東京から通っていたんだ。肩書きは専任だった

が、事実上は非常勤なんだけどね。

菊川 その消水では何を担当なさっていたんですか。

杉本 金融論と外書講読。だけどね、消水ではやっぱり学生が集まら

ないんだよ。そのうちパージが解除になった松前はいまのあそ

こへ、小田急沿線の伊勢原へ大学の本部を移したんで、す。松前

というのはやっぱり起業家なんだよね。エンタープライジング

で、あれだけの大学にしたんです。

!品処!~Iltn:時代の資料

杉本 話が前後するけれど、以前にもmnしたように、僕は 1942年4

月に「日本の変革の準備をしていた jという容疑で検挙され、

その年の暮れに起訴猶予で釈放され、保護観察処分になったん

だが、そのときの通知書がiJ'.てきたんだよ。
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これがその「保護観察処分通知書Jだ。[思想犯保護観察法第

三条により決定した jとあるだろう。「保護司の観察に付す j

とあるo 保護司っていうのは刑務所の教講師lみたいなもんだ。

東京の保護観察所は新術御苑の外fJ(lJの千駄ヶ谷にあったな。

それからね、こんな手紙が来るんだよ。日付は昭和二十{I~七月

五EI、敗戦四十日前だ。「拝啓 戦局益々重大なる折柄各位愈々

御壮健にて邦家の為懸命御奉公'11のことと拝察仕り候jなんて

ね、候文だ。封書は小山敏という差m人名義で保議観察所って

いう名前になってないんで、す。 11M人名でね。そのへんはやっぱ

り考慮していたね。

菊川 当H寺、そんな配慮、をしたんですかね。文末に、「先ずは御見舞

労々御依頼迄如斯御座候Jとありますね。思想弾圧して、留置

所に半年以上も放り込んでおいて、「お見舞pJもないですね。

杉本 それで、今考えているんだけれど、こういうものを大版社研な

んかで保管してくれないかつてね。 fml人が持っていると、こう

いうものはいずれゴミになっちゃうでしょう O

菊)11 大原はそういったものも、集めてるんではないですか。こんど、

是枝さんに聞いておきますよ。

完結しなかった『社会科学年表』

菊川 いま昨典のお話が出ましたけれど、科11谷先生、高島善哉先生が

監修なさった『社会科学年表jもそのころですか。先生も編集

委員か何かをなさったのでしょう?

J 細谷 あれはね、私も最後のころに手伝いましたよ。参考図書の文献

目録(欧文)を作らされてね、

編集室がね、池袋にあったの。あそこに何年もいましたよ。

菊川 あの本もすごく高く許制Jjされたようですけれども、 1巻で終

わっちゃいましたね。その巻の対象とした時代が 1401年から

1750年でしたか。あれは全体では 4巻とか 5巻とかいう構想

だったんでしょ。

細谷 liYl1か全部で4巻だったかな、百十両は。編集作業が予想以上に長

くかかったものだから、編集貨がなくなっちゃって、にっちも
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さっちもいかなくなっちゃってね、せめて 1冊だけでもll¥さな

きゃ而目が立たないというので、無理をいって1f冊だけlBした

という o 覚えていますよ。あれは先生、出版社はどこでしたか。

杉本同文舘。

細谷間文舘ですか。

杉本 同文舘はあれで経営がおかしくなっちゃったんだ。

細谷 同文舘の社長には気の毒なことしましたよ。

杉本社長は東京商大第 UijJ生の服部幾三郎。同文舘がみんな金を出

したんでしょう。あれがね、売れ残っちゃって、ただみたいな

値段で、君がみんなに分けたよね。あれはいま貴重だよ。もう

ないでしょう。

細谷 いま古本屋で結構高いですよ。

杉本 いまは高いだろうね。あのあと、第 1巻のあとの時則を対象年

次としたものを、名古屋の水同君が/L'Iしているでしょう。一寸、

ダブっている時則もあったが。

細谷 そうですね、 2istでしたかな。編集委員代表の山田秀雄さんと

いう人は、本の内容はきちっとしたものを作るんですが、この

年表作成の予算管理Hとか、スケジュールをきっちり守るなどと

L 、ったことにあまり関心がない、まあi!t事に疎いというか、そ

ういったマネージメントの下手な人。

菊川 山旧先生以外に、あとどんな方が関係なさったんですか。

杉$ だいたいが高島普哉ゼミなんだよ。

細谷 有鳥文雄さんという人を覚えていますね。本職はロシア社会思

先日史ですけどね。あと誰ですかね。

杉本 長洲一二君も少し関係していたな。

細谷 長洲さんもそうでしたっけね。

菊川 長洲さんのほかに水HJ洋先生。

細谷水IIIさんももちろんね。

菊川 水凹先生と長洲さんが、この r11'-表jの編集経過を、協議会の

総会で2度にわたって報告されていますよ、 52年 53年ごろで

すけれど。

杉本 古賀さんも編集委員じゃないか。
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細谷 古賀さんね。古賀英三郎さんも参加lしてました。

杉本 モンテスキューの研究者。

菊川 平EfI先生もメンバーなんですね。

杉本 平111消明、最後は鹿児島経済大学の学長だろう。

棚田 はい。昔の鹿児島経済大学。いまは脱児島国際大学ですか。

杉本 彼は横浜国大にもいたんだが、僕はその前から彼を知っていた。

江戸の'1'JlfJだが、幕府に命ぜられてやった木骨)11の工事で巨相

の借金を作った責めを負って臼害した、平田靭負という隊!掌古書

家者がいたが、彼はその直系の子孫だよ。

菊川 たしか神奈川大学から[お国入りjして鹿児島経大の学長にな

られたのですが、一年足らずで病死されましたね。

杉本 あそこには沖縄の経済統計なんかをやった高橋さんという人が

いたね。

菊川 ああ、高橋さん。高橋さんも亡くなりましたね。高橋良宣さん。

前日l昇三さんの弟分と言っちゃあれなんだけど、そんなような

!盛じだったな。

梅田 あの人は地域経済論をやっていた。

細谷 あのH寺、高橋さんがご馳走してくれた黒糖焼酎、美l床しかった

ね。

菊川 じつに美-昧しかった。沖永良部のものだと言ってましたね。脱

児島でもなかなか手に人らないとか、総会でやった肝心なこと

は何も覚えていないんですよ。困ったもんです。

各地での協議会総会と終了後の「小旅行 j

秋山 総会を鹿児島でもなさったことがあるんですか。

棚田 鹿児島はね、いまの鹿児島国際大学というと乙ろが会員だった

んです。だから全国総会もやりましたし、西部会の総会もやり

ましたね。

菊川 『五卜年史jなどをご覧になればおわかりのようにね、段盛期

は70機関近くあったわけですからね。北は北海道から南は九

州まで日の沈むところはない、それはちょっとオーバーですけ

どね。だからいろんな所で総会をやった。

ハH
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杉本僕が横浜岡大を静めて横浜商大に移ったときに鹿児島であった

んだよ。

菊川 そうですか。 70年代の終わりごろですね。

杉本 あのとき川原さんが泣いたりしてさ、鹿児島で。

細谷鹿児島でね。

杉本腕児島のお城のホテル。川原さんが泣いちゃったね。大騒ぎし

たんだよ。何で泣いたんだっけな。

菊川 いまさら、もう確かめるわけにいきませんよ。

細谷 川原さんが泣くなんてよっぽどのことだよ。酔っぱらって、そ

れで。

菊川 あの 11tの川原さんから抗議文が米ますよ。 rl、ぃ加減なことを

言わないでちょうだL叶って。

樫国 各地で総会をやったが、|周回はず、つとなかったんですね。

菊川 いや松山がありますよ。

横田 そうか、松山か。

杉本 松山で、ゃったことがあるね。松山耐大でやったんだろう?

樫回そうですね。

菊川| 松山大学って名前変わったんでしょう?

杉本松LLi大学。

菊川 松山商大、総会をやりましたね。松山沖で、取れるサパと関サパ

では、|司じサパでも1(1'[f立が 51音も 61音も遣うと、懇親会の席上

で、サパを肴に学部長が憤慨していたことを、いま思い出しま

したよ。

杉本 道後にがlまったよな。あの総会で覚えているのはね rr資本論j

の各版について jというタイトルで『資本論jの各版解説みた

いなことをやらされたな、ちょうど『資本論j刊行 100年の

ころじゃなL、
菊川 松山総会は確か 7011'じゃないかと思います。

杉本僕らはね、大阪からみんな船で行ったんだよ。瀬戸内海を、別

府行きの船で。松山の外港の高浜か、あそこで降りたよ。朝着

いたね、何て言ったっけ、大阪の船乗り場。天王寺じゃなL、。

細谷天保IlJ。

日
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杉本 あそこから乗ったんだ。

菊川 その頃は、細谷先生は確か在外研究でイギリスですね…。

杉本 松山で、ゃった時ね、僕は生島君と石鎚山に行った。高矢11へも行っ

たよ。あのとき一緒だったのは誰だ。

菊川 東大の斉藤滋さんですよ。終わったあとは何時も斉藤さんが

リーダーですから。

杉本大歩危小歩危を通って、それから海の神様、金比羅さん。金比

羅さんにも行った。

槙田 四国全部まわっていらっしゃる。

杉本随分方々歩いたね。

細谷 もっとあとで、高知女子大のなんとかという学長さんがね。

菊川 何とかいったじゃないでしょ、木原先生ですよ。

細谷 そうそう協議会の(元)会長の木原先生だ。四国の、おいしい

おi闘をごちそうしてくださったんだよ。本当においしかった。

本人は見えなかったけど、お酒だけ来た。

菊川 ご本人は来なくてもいいみたいなことをおっしゃっちゃ駄目で

すよ。

細谷 そうですね。本当においしかった。あの昧は忘れられない。

杉本 そんな酒を飲んだごとは覚えていないね。

菊川 同じ高知でも別の時のことでしょう。西の人たちが計画した個

人旅行ですよ。

杉本桂浜に行ってね、生島君が土佐犬のでかいのと一緒に写真に収

まったり、 l鳴き砂っていうのかな。あれを買ったりしてね。そ

の写真が残っていますよ。

菊川 いま松山の話が出て思い出したんですけれども、西では山口で

もありましたね。私の記憶に遣いがなければ、松本さんと初め

てお会いしたのはその時ですね。

松本何年ごろですか。

秋山 いま見ているんですけど、山口で総会があったのは、ちょっと

70 if.代に見あたらないんで、すよね。ありました、 19894'.です。

松本 ちょうどあのときはホタルの季節でね。 111口の街の真ん中で夜

ホタルがよく見えたんですよ。非常に印象的でしたね。それを
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覚えています。

杉本 山11でやって九州|へ行ったでしょう。

菊川 九州に行きましたね。

杉本 長崎へも。大日方さんがいろいろセットしてくれたな。

菊川 そうです。その11寺の写真がありますよ。日大の大日方さんで

すね。東経大の風間れが一緒でしたね。山口へは確か東京から

寝台特急、で‘行ったんですよ。杉本先生、紺|谷先生、松本さんと

私。記憶に間違いがないと思いますが。勉強したことはすぐ忘

れちゃうのに、こういうことだけは良く覚えているんです。

杉本僕は神戸大の岡田君のマイカーで淡路に行ったな。それから川

原さんと天竜峡で、舟lこ采・ったよ。刺"谷さん、あのi時行かなかっ

た?

細谷 行きましたよ。あの旅行を斡脱したのはどこのひと?

菊川 細谷先生の高知lの旅とか、いまの淡路とか天竜l映などは、大経

人・の鍋島さんの!日:いりでやったOB'OG会のifi'iで、しょ。

秋山 研究だけじゃなくて、いろいろ親睦も深めた会だったんですね。

菊川 協議会は、私もちょっと今度の『資料研究jにも書いたんです

けど、 1960年代の半ばぐらいから 10年間ぐらいですか、会員

機関はどんどん増えるしね。季tI1の編集はいつでも顕をひねる

問題で、しょっちゅう、ああだこうだ言ってましたが、それを

除くと、 60年代の半ばから 70年代の半ばぐらいまでが一帯の

最雌WJ、勢いがありましたね。仕事もしたけれど、親|控も深め

た時代でしたね。秋山さんも高橋さんも協議会の「黄金時代j

のことはご存知ないと思いますが。勢いがよかったころのこと

を・

概回 全然光ttf象もつかないね。

菊川 じいさんたちが何を言っているんだと思われるんだけどね。 仕

事もやりましたけどね、結構ね、そういう楽しみというか。

杉本ちょうど 60年代?

菊川 60年代の半ば頃からですね。
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五111"1会議と弁天品会議

杉本浜名湖会識があったころでしょう?

菊川 市ift11じゃなくて浜名湖で

すか。浜名湖lはね、 60年

代の後~I~だと JJ.tいます。弁

天島ね。弁天j誌の何ていい

ましたかね、:若荷屋といっ

たかな。

杉本 あの宿屈が例の、脇村先生

の田辺'1'学時代の英語の ……座談会で忌る杉本先生

先生の実家でねc そこの息

子の堀江兄治、早稲田の刷江忠男の兄貨の新聞記者してた、堀

江何んでいったっけ。岩波の『日本資本主義講座jの編集委員

をやった列。

菊川堀江正測でしょ。

杉本 弟のほうは例のサッカーでね、ベルリン・オリンピックに出た

な。彼は大月短大の学長なんかやっているんだよ、JJ:l!iI:忠男は。

二人とも亡くなったね。若荷屋というのは、あそこで、は老filliな

んだよ、弁天j誌の。誰かあそこでボートをiWiいだな。

菊川 漕いだし、百It!か泳いでもいましたね。

細谷 ボートはわたし。泳ぎもしましたよ。

杉本 あの前の、伊IJのiilil出会議というのが、 Pf:fI1Jの危機だったん

だな。

菊川 そう、『季報jの危機対策だったんですね。「協議会一『季報j

= oJなんていわれていた頃ですから、まさに協議会の存亡の

危機だったのではないですか。蒲lNlが 60ij'.なんです。『季報1
の発行|而|数を減らすとか、 '1'国文献のJ采錦 'IIJI~.、採録対象主題

を縮小するとかの対策を立て、『季報jの売り込みに力を入れ

ることなどをさめたんですね。

杉本 だから『季報jのセールス・プロモーションをやって、内容紹

介のパンフレットをつくったり、売り込みやったんだよね。

槙田 それは有斐1#1がやめるときですか。有斐|品lが出版元から降りる

q
d
 

弓
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とき O

杉本 あれはね、有斐閣が|探りるのはもっとあとかな。

菊川 そうですね。訪日郡のあとの 1962年のようですね。

細谷 有斐閣の京都支J~i長だった出浦さん、このひと、私たちのため

にずいぶぶ、んt巧頑n十付，リ張j
杉本 刺紺制11谷さんがこの『五卜f年!ド三史jにT語脅i草?いているけれど、困大の助

子の坂上{住-;f=¥とー紺にあなた、売り込みに歩いたって言った

じゃない?パンフレット持って。

棚田 それは全|王|をまわったんですか。

杉本 そんなんじゃないですよ。東京に調査部があるような大手企業

の本社などなんだろう。

細谷 よく覚えていますよ。大学などでは、一つの機関に 10冊とか

20llltとか、買ってもらった覚えが。

要するに、|玉|立の場合は校費じゃそんなもの買えないから、つ

まり別勘定のね、 PTAとか後般会みたいなところから金が出

たんだよね。教官に 1IIItずつやったりしたところもあったな。

菊川 季刊ですからね。一度=だけならお付き合いということはあると

思うんだけど、合併号をいれて旬ι!と3岡山るわけでしょう。

L 、ずれにせよiHf1tl1は危機打開のための、弁天島は、会員機関の

拡大に対応して、新規約の草案を作成し、機関誌の発I'IJをきめ、

i!b!人会員制度を作るなど、新しい飛蹴に(liJけての体制作りをし

たということで、この二つの会議は会の雌史の'1-1でエポック・

メーキングな会合だったといえるのではないですか。

『経済学文l猷季報』の削刊

秋山 『経済学文献季報j、あれはどなたが発案なさったんですか。『季

報jを出版する、つくろうというのは?

細谷 その経綿は Ui十if.史jにも書いておいたけれど。

秋山 そうなんで、すか。

細谷創刊した頃の話なんだけど、夏に京大で編集作業をしていたん

ですが、暑-さに耐えかねて清流に逃避したんですよ、そこは涼

しくてまったくの別天地。沢山の資料を単に硝んでの移動とか、
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大変だったけれど、あのころは結構楽しかったですね。いい思

い出ですよ。

秋山 当H寺は、その『季報jをIHすというのは、とても先駆的ではあ

りませんでしたか。

細谷 でしょうね、それはね。そんなものIHした大学はないでしょう。

秋山 ないですね。最新の文献を集めて、分野ごとに並べて編集・出

版するというのは、経済学を研究する人にとっては大変使利な

ものだったと思うんですが。

細谷 そうでしょうね。そう思いますよ。研究者には随分喜ばれ感謝

されたもんですよ。

高橋 私も 80年代の初めごろ『季報jの採録を担当していまして、

分野{がものすごく総11分化されていて、大分類があって、小分類

があって、非常に苦労したことを覚えています。

細谷 あれはね、分類表の作成は川原さんの力が大きいですね。

秋山 そうなんですか。

細谷 私がアイディアを出しでもね、それを最後にiifiめるのは川原さ

ん。いつも彼女に怒られていましたよ。「先生はずぼらjだって。

確かにそうなんですよ。川原さんがいるから、私はず、ぼらでも

いられるわけ。アイデイアは僕が/Hすんだけれど、 tBしっぱな

し。それを軌道に乗せるのが川原さん。まあ、楽しかったです

ね、あのころは。でも、川原さんはやっぱり怖かったな。

秋山怖かったですか。

細谷 ああいうライブラリアンはもう出ませんね。 IU-典に強くて書誌

学に強くて、しかも機械化に強いって、そういう人はいないで

しょう o

秋山 いないですね。

細谷 男の人でもあんな人はいないでしょう。すごい人ですね。惜し

いねO がんで亡くなってね。

高橋 まだお若かったですよね。 70歳になるかならないかで。 28年

生まれで 98年だから、ちょうど 70歳。

菊川 古いことで、ご存知ない方が多いのではと思うけれど、『季報j

の歴史の中でごく短い問、ユネスコの 1s E (“International 
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Bibliography of Economicsつの編集に協力していた時期があ

りますね。両先生、お二人ともそこの委員をおやりになってい

たんではありませんか。

細谷 そうでしたね。日本ユネスコ囲内委員会に頼まれて、杉本先生

と私、「経済学文献委員会Jの委員になった。年間に 300タイ

トルぐらいの文献を選んで、委員長の高橋幸八郎先生に原稿を

送りましたね。そんなこともあったな。

『季報』編集に纏わるさまざまな思い:11
菊川 協議会で何をやったかというと、まず『文献季報jの編集・発

行ですね。乙れを四十数年にわたってやってきたわけですね。

お聞きになっているとおり、全国の加盟機関が分担して採録し

て、そのカードを編集センターが集めて、年に 3istですか、出

してきた。

各機関の採録者に「実力の差jがあるから、受け取った原稿を

右から左とはいかない、そのチェック作業は結構大変でしたよ。

編集センターは、長い間有力機関の回り持ちだったのですが、

印刷所への入稿の締切日が近づいてくるとスケジュールに追わ

れてセンターが音を上げる、そうすると助っ人を頼む。そんな

ことで、僕もちょっと、まあ、見かねて手助けに行くというこ

とが何回かあった。正直に言うと終わったあとの一杯、これが

楽しみでね、ごんなことを繰り返していると、お互い親しくな

りますよ。

東部会には東大経済に斉藤さんという方がいらっしゃってね。

東の大ボスですね。乙の方が人を集めてに賑やかなことをやる

のが大好きでね。そういう意味じゃ、仕事もしたけれども、慰

労会と称して飲み会ゃったり、花見をしたり小旅行をしたり、

良く遊んだ。順番が逆かもしれないけどね。そういう時代でし

たね。僕なんか「古き良き時代j、なんて言っているんですけ

どね。

60年代の前半だと思いますが、ヰ¥1脅の採録は、その頃は一橋

が担当だったんで寸ーね、町の本屋に繰り出して新刊替をチエツ
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クして保録作業するんですが、そうするとね、 H寺には万引きに

11¥1述えられることもあったようです。 毎回というわけではない

でしょうがね。いまは111i1人会員の宮地幹夫さんがこの Di卜年

史jにも苦労話を書いているけども、本当にこれは泣けてきま

すよ。邪魔者扱いにされて、邪険にされてね。僕が、「万引き毘J、
「万引き屋jと言うと、彼怒るんだよね。当たり前だ。それの

総大将が細谷先生ですよ。もう涙の物語。そんなこともあった

んですよ。

秋山 制谷先生は採録のとき、メンパーが万引きと間違えられたとき

に謝る係だったんですか。

菊川 もちろん断って作業をしているわけですが、「営業妨害してス

ミマセン」といったことでしょうかね。

細谷 謝る係といったほどには謝った記憶はないですけどね。

菊川 辛い思いをしたのは実働部隊ですよ。

細谷 ただね、ちょっと悪いと思うとね、山を出るときに必ず私、 1

1m本を買わなくちゃと!J.tって。 11m買えば本屋さんは何とも言

L、ません。宮地君とコンビで。でもね、よくあんなことやりま

したね。信じられませんね、まじめだったんだなあ。あのころ

僕は幾つ位の時だったろう?

菊川 先生のお歳?60年代の顕ですから、いまから約 50if. iiii 0 40 

代ですね。

細谷 そうすると 40代のはじめだ。まあ、まだ元気でよくやったも

んだな、あんなことを。

協議会の研究会

高橋 経済資料協議会では、研究会というものを創立・草創期からやっ

ておられたんでしょうか。 研究会は今年・度もありましたけど。

細谷研究会というのはあまりしなかったんじゃないですか。『五卜

iJ'-史jの年譜に何かにありませんか。

高橋巻末にございますか。

秋山 昨日、杉本先生からは、最近の例ですと森ビルのなかの図書館

(アカデミーヒルズ六本木ライブラリー)に行かれたとかとい
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うのはお聞きしました。

高橋 そうですね。見学会と研究会というのが。先生、私がお聞きし

たかったのは、ライブラリアンを育てるのに、サブジェクト・

ライブラリアンを養成しようという動きが強まってきているん

ですけど、こういう経済資料協議会でやってきた研究会ですね。

この『五十年史jを読んで、みますと、書誌学的なものに偏って

いたんじゃないかというような意見が山ていましたけど。

細谷 経済学そのものについてはあまりやらなかったですよ。それこ

そ書誌学ですね。そこに重点を間いてやったんじゃないでしょ

うかね。

高橋 これからの図脅館員というのは、主題についても、サブジェク

トについてもやはり教養を深めないとなかなかレブアレンスに

生かしていけないという而もあるのではないかと思っているの

ですが、そのJ~1はどういうお考えでしょうか。

細谷 そうですね。特に経済学とか、学!日iの研究というのはしたこと

ないですね。

高橋 経済学に関するコレクションとか、特質とかいう話が多いんで

しょうかね。

細谷 ただ昔ね、この『五卜年史jの年譜にもありますけどね。「図

書館員のための経済学入IU1Jという講座を聞いたことがあるん

ですよね。 1997年だから 10年ほど前ですね。それで、私とか

杉本先生とか、亡くなった杉山忠平さんが講師iになってずっと

入門講座をやりましたね。 71"1ほどでしょうか。これは東部会

の研究会でやったんで、すよ、私も「経済思想史の歴史jなんて

いうのをやっていますよね。

高橋 凶自11会でもそういう、 fl支|書館員のための経済学入門jみたい

なかたちでやっていたんでしょうかね。

細谷間部会としてね。

高橋 何かそれぞれ特質があるんでしょうか。

細谷 凶部会も研究会をやっていますけどね。東部会みたいに大きな

講座は確かやっていないですよ。この研究会のねらいは、現場

のl隊員に経済学の知識を与えるという趣旨ですね。職員自身が
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研究発表するということはなかったです。

「経済資料ハンドプック Jのこと

秋山 経済資料協議会でこんなこともやってみたかったということ

は。

杉本 やりたかったっていうのは、やはりい、ンドブックjだよね。

幻のハンドブックのことが『五卜年史jにも書かれてあるでしょ

うO 僕もこれに書いたけど、あれだけ創11谷さんが小心になって、

みんなが準備して材料集めたんだから、あれを基礎にしてね、

そして新しいものを補充してね、協議会が解散しでもみんなで

協力してつくっていければね。ああいうハンドブックは、それ

こそレブアレンス・ブックですね。

アメリカの図書館協会が出したウインチェルのレファレンス・

ブック。日本図書館協会のは I日本の参考図書jだったかな。

有名なのはべスターマンですね。ビブリオグラブイー・オブ・

ピブリオグラブイーズね。ベスターマンなんていうのは、みん

なもう使わないのかもね。新版もIBないの?

細谷使いませんよ。

杉本 一橋の社会科学古典資料センターがベスターマンについての研

究をIHしたじゃない?

細谷 何かな。彼についてではなく、ベスターマンがmいたものがあ

りましたよ。タイトルに「ブックマン jといった言葉があった

ような気がするけれど。

杉本古典資料センターのモノグラフの 111ftかな。
細谷 タイトルなど制べてみますよ(セオドア・ベスターマン『ブッ

クマン 5011とー 1973年アランデル・エズデイル講義』一橋大

学社会科学古典資料センタ-Study Series No.50 3.2003)。

ところで、もうシュタムハンマ-~"っている人が、いなくなり

ましたね。

杉本 そうだ、シコタムハンマーね。

細谷 この人はウィーン大学のカール・メンガーと弟のアントン・メ

ンガー兄弟の大コレクションの史、書にも協力した仮れた人なん
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だけれど、 ドイツのライブラリアンでこのシュタムハンマーを

知っている人、いないんで、すね。荘、がドイツに行・ったとき、向

うのライブラリアンに、「その人どういう人ですか jって、逆

にiJ'r1かれる始末。

杉本 20世紀のはじめ、ウィーンのシニιタムハンマーというライブ

ラリアンがね、『ビブリオグラフィ・デス・ゾチアリスムス・

ウン卜・コムニスムスjというのをつくったんだよ。 31m本。

細谷 わたし、ー楠の研究所に就職して、大塚金之助先生から最初に

ね。教科書として読めって泌されたのがその本ですよ。こんな

でかい本。先生に教わってからずーっと座右においてあります

よ。

杉本 ただ、当時ですから書誌事項なんかがね、いまほど整っていな

いですよ。しかし、 19世紀まで、の社会主義文献というのはあ

れに集約されているんですよ。アナーキズムも入っているんで

すね。

細谷 だけど、シュタムハンマーの研究をする人は~m もいませんね。

私も本当はこの人のことを調べたかったんですが。

杉本 シュタムハンマーの伝記とかね、そういうのはわからないんだ

よ。

細谷 全然わからなL、。ドイツでもわからなL、。

杉本 ドイツでわからないはずないと思うんだけどね。

細谷 私ドイツで聞いたけど、誰も虫11りませんでしたよ。

杉本 だからそれはね、下っ端にfl¥l~、たからだと思うよ。

細谷 そうかもしれない。

杉本 だから、天野倣太郎さんみたいな人がいたらね。僕は天野さん

に戦争中のH日手1118年に会ったね。京大に行っていろいろ話し

たけどね、当H寺だから法経図書館なんだよね、赤レンガの。天

野さんは大正のはじめごろ京大に入ったのかな。あのころプリ

ンテッド・カタログを出していますね、僕は古本で買って製本

しなおして持っていますよ。あれはなかなか市助に出ませんね。

明治 40年代かなり要するに、河 l二議先生が東京から京大に行っ

たころになるな。 河凹嗣郎さんね、あのころじゃないかな。
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菊JI/ r経済資料ハンドブック Jのことは、『五十年史Jの年訴によ

ると、その作成が 60年度の総会の議題になっていますね。そ

れから何回も同じ提案がされた経紳があって、実際の作業は

80年ごろから合台まりましたね。

細谷 経済学の参考図書、だからウインチェルの経済学版を考えてい

たというわけ、いいところまでいったのだけれど・

菊J11 このプロジェクトは、協議会ピッタリのテーマだったと今でも

思いますが、いい内容のものにする、それは当たり前ですし、

各主題についてのベテランはf，iuっていたのに、あえて幾つかの

対象、特に「地域経済Jの担当者に「新人 jを選んだ。それは

大塚金之助流の「ブックマン jを育てながらハンドブックを完

成させるという観点から、そのような人たちを選んだんですね。

その狙いは間違っていなかったと思いますが、結果として両者

がうまくかみ合わなかった。「二兎を追った jからですね。関

係者の一人として慰悦に耐えない、といった気持ちです。

『経済学文献季報』とデータベース

杉本 この頃は文献索引誌を子にとって調べるということはしなく

なっているのだろうね。

細谷 インターネットで調べられるようになっているから。

槙田 論文索引はデータベースになっています。国会図書館が作っ

ている雑誌記事索引があって、それが NII (国立情報学研究

所)の CiNii (サイニイ)に組み込まれていて、パソコンさえ

あれば大学からはだれでも自rJJに利用できるようになっていま

す。 NIIの DBRには、 r*幸町がデジタル化された 1982年か

ら2005年までのデータ 21万5000件が「経済学文献索引デー

タベース」として入っています。

杉本 キーワードなんかをパソコンに入れたら、文献がアッという 11¥1

に出てくるのか。とんでもない時代になってしまったな。

棚田 ITによって効率性は格段に明大したのですが、情報の正確性、

網羅性から見ると1冊子体の索引誌よりははるかに劣ります。今

の研究者、学生はデータベースにアクセスして論文を探そうと
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するH寺、キーワードを利問します。いくつかのキーワードをパ

ソコンに打ち込んで¥それに|刻する文献を引っ張りIHしてくる

のですが、このヒット件数が非常に多くなります。 1111象的な言

葉を使うと何千、何万と出てきてしまいます。それではとても

使えませんので、次にちがう言葉を追加して絞り込むのですが、

この言葉を少し具体的な言葉にしますと一挙にヒット件数がひ

と桁にまで落ちたり、ヒット件数なしになったりしてしまいま

す。これは明らかにデータベースの限界でして、キーワードと

して入力した言葉はひとつの記号として使われることになり、

それに合致するものだけが取り出されてくるのです。これは、

索引語としてその言葉が出現しない限り取り出されません。索

引日fiは、論文タイトルや雑誌名、抄録から取り出されるのです

が、機械処理をしているためにその意味は無視されます。言葉

の記号としての側面だけが検索子段として使われるのです。こ

の方法が有効なのは、大量のデータがあることが前提となって

いて、しかも記号のみで探し11'，してくるわけですから内容につ

いては無視されます。正確性に欠けるのです。

杉本 最近の研究者はそんなもので文献を探しているのか?

高橋 傑そうとしている論文のタイトルや著者名がはっきりわかって

L、ればデータベースからの検索は可能で、正確でもあるのです

が、自分の研究関心や学習関心からどんな文献があるかを見て

みようと思うと大変ですよ。

松本 その点、『経済学文献季報jでは分類ごとに文献が集約されて

いて、しかもその分類は経済学の分野を展開させたもので、自

分の研究分野にかかわる分類のところを見れば、それに関する

論文タイトルが一日でブラウジングできたのです。これは『季

報Jの大きな特色でした。

棚田 そうしたことからも、研究者-や学生、とくにこれから研究を始

めようとする大学院生にとっては『季報jはバイブル的な存在

で、 1980年以前に研究を始めた人は、少なくない人たちが『季

縦lの世話になったことを感謝されています。いま、学会では

'1'問を担っておられる方にお会いしましでも、当H宇の『季報j
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が如何に役立ったかを懐かしそうに話してくれます。それを聞

くたびに継続できなかったことを無念に思います。

菊川 採録作業で最も大変だったのは、分類をつけることと、のち

に機械化されたときに分類とともにキーワードを付す作業でし

た。しかも、キーワードはタイトルに出てこない言葉を記入す

ることでしたから大変で、した。結同は論文を全て読まなければ

キーワードが付けられないのです。苦労しました。当H寺は『季

報j採録者の僕たちの方がへたな研究者より論文をたくさん読

んでいたかもしれませんね。

横田 [季報jの分類とキーワードの付与作業は機械がやるのではな

く、採録者の一人一人が論文の内容を確認して、これまで、培っ

てきた図書館職員の専門的能力を最大限駆使したものでした。

ですから機械処理のように言葉を記号として取り扱うのではな

く、まさに意味を重視して内容にまで立ち入って、分類が行わ

れ索引語が作られたのです。その意味で正昨な情報が得られる

データベースだったのではないかと自負していますが、しかし、

これは大変な作業で、 [1'i首の業務をこなしてその片手11¥1にやれ

るような仕事ではありませんでしたから。

杉本 昔は人名索引に被伝記者というのも入れて、スミスだったらス

ミスの著作の仙にスミスについて書かれている論文も、スミス

の索引からヲ|けるようになっていたね。あんなことは論文を全

て読まないとできない作業だったよね。タイトル中にスミスが

出てこなくても、内容を読んで、索引化していたのだからな。

菊川 そうで、すね。あのやり方は、当時の索引誌でも先端を走ってい

たと思いますよ。

槙田 I季報jの採録作業は大変だったのですが、あの作業があった

乙とで新任で入ってきた若い人も鍛えられました。大学-の経済

学という主閣をもった図書館で専門家として育つにはなくては

ならない格好の作業でした。試行錯誤しながらの採録作業が図

書館職員養成の貴重な場でした。今はもうそんな余裕さえなく

なって、経済学に強い専門的な図書館員というのはなくなって

しまいました。機械さえ使えれば良いという H寺代になってしま
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L、ました。残念です。

菊川 槻旧さんが言われたような問題意識というのかな、そんなこと

を考えているまれ叶iJf究者がいるのか、いないのか。どうなんで、

しょうね。

杉本 もういま、いないのだろうな。

樫田 文献に対する関心の度合いは全然違いますね。いまは希薄にな

りました。

杉本 稿話でいろいろなことを聞いてきてね、それを舶に論文なんか

書くのが出てきているよ。

菊川 そういう時代になってしまいましたね。

「経済学文献をiIHる」の「続編 j 一脇村義太郎先生回想録

菊川 この写真は、 Mh村先生の回想録のお手伝いをしたものだから、

お礼ということで招待していただいて京都に行った時のですけ

ど。

細谷懐かしい写真だな。

菊川 その話なんで、すけど、脇村先生のrlIH想録jというのは、二十

数年前になりますが、杉本・紺|谷先生お二人のお話をうかがっ

て、「経済学文献を語るjというタイトルで『経済資料研究JJ 
に二度ほど載せましたよね。経済学者に、特にその方の研究活

動と書物とのかかわりあいというか、何というかな。そういう

ところにポイントをあてて始めたんですよ。そのうち当時私が

勤務していた研究所の会長だった脇村義太郎先生にお願いして

みたらどうだろうと。いろいろとお話を引き/1¥して結局 31附本

になったのだけれども、もとは『資料研究jに拘il没することを

考えでの企画だったんです。元々の話は。

杉本 こういうことなんだ。僕が高等学校のころは、 IIrlfll6年から 3

年11¥1だけど、あのころね、有沢、脇村、美濃部等々の人たちが、

|世界経済批判会という名前でね、いろいろみんなが手分けして。

菊川 阿部事務所の Ih~・代ですね。

杉本 ええ。みんなが阿部事務所に集まっていたごろにね。阿部事務

所っていうのは、相11111淡路町あたりの医師会舶のなかにあった。
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そこに外国の資料を集めてね、そごで研究会をやって共同執筆

する仕事場、ワーク・ショップだったんで、すね。それが非常に

評判だったんですけど。僕はあの先生たちの、ああいう情勢分

析ですかね。独占とか何とかの。限界恐慌が始まっていたので、

先生たちはあの資料をどう扱って分析して共同執祭したのか。

そういった話を先生に聞かせて欲しいと言ったら、先生が乗り

気になってね。じゃあやりますよって。はじめは2、3回話を

聞いて、それを整理して『資料研究lに載せようというつもり

だった。やり LBしたら、数回やっているうちに先生は学士院長

になっちゃって、忙しくなっちゃってねo あのころ学士院賞を

もらった人の論文が票Ij窃だと訴えた北大の東洋史の教授がいた

んだよ。その問題があって、学士院は大変だったんだ。それを

解決するまで先生は、こんなこと今できないよって、少し中休

みになったんです。

菊川| ちょっとね、動きがとれませんでしたね、一時則ね。

杉本 あの妙な教授は結同、北大をやめたよね。

菊川 そうですか。結末は知りませんでした。

杉本 ああいう変な人ときどき出るんだよね。

菊川 脇村先生のヒヤリングの記録は、結同『経済資料研究jには戦

らずに、岩波から単行書 (r回想九卜年Jr二十一|世紀を望んで、j

f年前・著作目録J)でIHたんですけれども、私なんかはそのあと、

例えば身近と言ってはなんですが、杉山忠平先生とか、木原正

雄先生あるいは杉原四郎先生とか、何人もいらっしゃいますよ

ね。そういう方々からもお話を伺って「経済学文献を語るjと

いうかたちで辿i械できればいいなと思っていたんですけどね、

実現できずに惜しかったですね。

細谷 水田洋さんからも11¥1きたかったな。而白い話を11¥1くことができ

たと思うんだけれど。いま杉山さんの名前が11¥たけれど、懐か

しいな。あの人、甘から知っていましたよ。大塚ゼミの出身だ

からね。静岡大学の専任だったとき、頼み込んで、社会科学古典

資料センターの教授としてー楠に来てもらった、私の後任です

よ。聴やかな人でしたね。
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菊川 協議会の会長になっていただきたいと、細谷先生とご一緒して

お願いに行ったのを覚えておいで、ですか。

細谷 覚えていますよ。凶分寺の東経大のキャンパスだったね。東経

大を定年退職して、そこの特任教授としてローダデール文庫の

目録の作成にかかっていた。

菊川 あの11寺は、木原先生に会長職を 5JYJもお願いしていて、もう勘

弁してくれといわれ、困っていたんですよ。杉山先生には I1 

JijJだけ」といってお願いしたんですが、結局 2JijJ 4年間になっ

てしまいましたね。

杉本脇村先生の本で最後に出たのは。

菊川1rわが故郷間辺と学IIIJJ(岩波書白 1998) ですね。

杉本 できたのはちょうど一周思のごろだな。あれが脇村プロジェク

卜の終わりか。

菊川 と思ったんで、すが、その後ローラ・ハインに桐りましたね。

杉本 ああ、アメリカの女の学者か。ノースウエスタン大学歴史学部

の教授だそうだね。

菊川 日本現代史が専門だそうです。来日したときifJi誠したいと言わ

れ、大内兵衛先生と有沢・脇村先生たち大内I"J下の、戦前戦後

の軌跡を分析した本の日本語版の出版を控え、いろんなことを

聞かれました。「大内ゼミのことは俺に任せておけ jと言われ

ていた杉本先生が、直前に具合が思札、とかで*られなかったも

のですから往生しましたよ。制谷先生とごー紺でしたが、脇村

先生のことは何とか返事ができましたが、外の人たちのことも

いろいろ聞かれたものですから。

杉本 あれ、制訳でたんだろう?

菊川 山ました。~'仰'JI子J' I!'作，官性巨

というタイトルですo 筆者のローラ・ハインは、『敗北を抱き

しめてJ(岩波書山 2001)で日本でも有名な、ジョン・ダワー

の弟子だそうですね。

この次は、鎌倉の文化人の交流のことを書くとか言っていまし

たよ。
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出版社の PR誌など

杉本 いま東京の日本経済評論社と京都のミネルヴァがいいね。日経

評は背の日本評論社の役割lをやっているわけね。有斐閣は、-

H寺JVI経済をだいぶゃったけど、このごろあまり経済を一時ほど

はやらなくなっちゃったでしょ。

京ffllに行っても古本屋をまわるのが来しみだったけどね。戦前

だが、当時の本好きが集まって出した全国の古本屈の分布図が

あってね，それを見ながら古本屋めぐりをよくしたもんだよ。

ザラ紙の謄写崩IJりのもので、古本屋ガイドブックの先!駆けみた

いなものかな(雑誌愛好会『全国主要都市古本山分布図集成j

|司会 49p.1939)0 

樫田奇flllJですね。

杉本 寺111]'1こ昔は多かったんですよ。鳩町堂の隣の平"*原ね。何と言っ

たかな。竹笹楼だったかな。あれはまだあるの。

槙田 いままだありますね。

杉本 三条の古い狭い通りというのはね。 背の日銀と!f~1便局があった

赤レンガね。あそこなんか、なかなか風情があってね。あれは

京都文化I呼物館になっちゃってね。

ところで、いま*大11¥版会は古典の翻訳物をやらなくなって名

古屋でやっているでしょう。水間君の関係か。ステュアートも

カンティロンも。京大の学術ll'.版会というのはどういう計画を

持っているの?ギリシャか何かの出典の大きなものをやってい

るで、しよう。

樫回 そうですね。京大の外郭団体になっていますから。

杉本 あれは文学部関係がl'IlJ合大きいの?社会科学もやっているの?

槙田 社会科学もしていますよ。

杉本 ああ、そう O 僕はそこの目録なんか見たことがないのでね。大

学H'd版部協会というlヨl体があるんでしょ O 東大とか法政とか、

ああいう目録を全部カセットに入れたのがあるんだよ。各大学

IH版部の目録がセットになっている。言えばくれるんだけどね。

ああいうのは毎年-黙っていても送ってくれるのかね。僕は不思

議と思うけどね、岩波にしろ有斐l詰lにしろ、 rI当者 jとか「書
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斎の~J なんか送ってくるだろう。だけど、『図書目録j とい

うのは黙っていては送ってくれないんだな。送料がかさむから

かね。年 11己lでしょう O 岩波なんか半年に 11匝|ね。

樫回 毎年、1:&は新しくしていますよね。

杉本 だから、あれ黙っていても送ってくればいいのに。いちいちね、

cf-紙を書いて t~l 録を送ってくれというのは而倒くさくてね。日

本経済tPl~ifÎ命 1:1なんかもそう。あそこは「評論j って小さいもの

を11'1しているでしょう o あれは送ってくるけどね。われわれに

はパックリストが大事なんだ。プトコロの相談相手としてね。

菊川 このあいだ、新しい号が 2、3El iiiiに来ましたね。

杉本 あそこは古在さんと0'1'0入りがあるの。

菊川 市在さんというよりは・・・。

杉本大11方さんか?

菊川 そうですね、大日方さんの「エリアjのようですね。あそこの

架版社長は経済資料協議会の隠れたファン。

杉本 ファンなんだな。

菊川1 r経済資料研究jをちゃんと製本して、自分の机の後ろに並べ

であるんだそうですよ。日経伝l'が/1¥した『東京経済雑誌記事総

索引J(全 4fIIt 1996)には、金揮さん、大日方さん、古在さん、

早大の渡辺さん、また11M人会員だった閉口さんたち、協議会の

有力メンバーが十数人編集作業に参加してますね。それに杉原

先生や杉山先生もここから何|附もiLIされていますから、この出

版社、協議会とは縁が深いんですよ。

杉本 そうらしいな。あそこは、本をIBしたけりゃ相談に采・ってくれ

るんじゃないかな。あの「評論jの後ろに編集者が毎号書いて

いるだろう。あれ読むと、最近の学術i1I版の総子がわかるよ。

菊川 あれは而白いですね、「相11保iIIrの窓から jといって迎椴してま

すね。書いているのは社長だと思いますよ。

杉本 あれim白いんだよ。

菊川 随分前の話ですが、当H寺の東大経済学部長の安j僚良秘先生が私

のいた研究所の脇村先生を訪ねてこられたとき、書/iドで海運の

本を見ながら、「杉本さんは、乗・り物にはなんでも興味を示す
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からなあ jと言われていましたよ。先生は[釆-り物マニア jと

して学界でも有名らしいですね。 I1経評は鉄道関係の研究書も

たくさん出していますね。

杉本 そうだろう、あそこは鉄道史学会の事務局の世話をしているだ

ろ。

菊川 私の研究所も、海運の本を 7-8 jllt/I¥してもらいましたよ。

川町{利子さんとカーペンターのこと

秋山 先生、よろしければ、 J11原和子さんの回想録(J11原さんを追

悼する会『女性司書の足あと一回想の川原和子J1司会 2008) 

をお見せいただいてもよろしゅうございますか。

細谷 どうぞ、これに私、書いていないんですよね。杉本先生に散々

怒られてね。

秋山 へえ O 川原さんについて、一つ何か強烈に残っていることは。

細谷 すべて強烈だよ。もう女性でね、ライブラリアンでね、この人

を越す人はもうたぶん出ないと思います。あの人は~I!旧塾出身

ですからね、英耐がペラペラで。それで、名古品!大へ就職して、

そこで大活脱した。

杉本 川原さんはね、この本にも誰かが書いているけれど、学生運動

の活動家だったもんだから、沖日!の学校当局ににらまれてね。

それで東京では就職できなかった。そのときすでにf払古屋大経

済学部にいた水川君が世話したんだ。この本の1('.請を見ると、

あの人は吉林省で生まれたんだよね。

1111向か。

秋山 中国ですね。

杉本 間島というのは金日成の抗日活動の根

拠地ですよ。あそこまでは日本の開*

l:p:の力が及ばなかったんだよ。あんな

ところで川原さんは生まれているんだ

な。ずいぶん彼女も背労したね。

細谷 彼女はハーバードに、確か 1年ぐらい;必主主主74:1/¥¥ゑJ)r，r;凡
研修に行ったでしょう。あそこに経済 座談会で話を聞く細谷先生
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学の古典の文庫があるんですよ。

秋山ハーバードに?

細谷 クレス (Kress)文庫でね。そこで十分に勉強してね。彼女は

英語も述者だけど、経済学にも強いんですよ。 津田塾H寺分から

社会科学研究会に入っていてね、卒業後、一橋の聴講生として

高島善哉先生のゼミで勉強してました。だから、経済学にも強

かったですね、その頃、僕のいた研究所の資料室によく IB入り

してたな。ハーバードで十分に実力をね、養って。

秋山 ハーバードのなに文!市とおっしゃいましたか。

細谷 クレス文庫。あとね、イギリスにゴールドスミス文庫という

のがあります。この二つが世界の経済学の二大文庫ですよ。そ

れに匹敵するのは一橋大学の問書館ですね。クレスにカーペン

ターという人がいてね。すっごく 11¥来る人。ニューヨークの古

書応、パート・ブランクリン所蔵のプランスの古典のコレクショ

ンが売りに出た時、私は当H寺のー楠の都留学長に命ぜられ、そ

のコレクションの内符調査のためニューヨークに行き-J1ほど

L、ました。いろいろといきさつがあったんで、すが、結局それを

買って、その整理をカーペンターに頼んだんですよ。そのとき、

ニューヨークでこのコレクションのセリで「競い合った j相手

が、なんとカーベンターのいるクレスだったんですよ。皮肉な

もんですね。 10カ月 11"1かな、契約してね。奥さんと子ども二

人連れてね、来てくれました。松町Hをね、全部じゃなくて、古

典の整理を全部やって州りました。

秋山 これを 10カ月で成し遂げたんですね、カーペンターさんは。

細谷 ええとね…ここに書いてありますね。ハーバード大学クレス文

Jniのケネス・カーペンタ一氏は、本文庫整理のため、本学に招

料、 10カ月の予定。

秋山ああ、本当だ。

細谷 買った 'i~ には、マニュスクリプ卜が千何百もあったんですね。

これは日本人では絶対に整理できないので、特にこれに頂点を

置いてそこを完全にfLI二げてもらったんですね。三騰の国際基

'o教大のキャンパスの'1'にある、その基督教大の先生がね、ちょ
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うど 1年間ね、アメリカへ行った。ああいうの何と言うんです

か?

秋山 研究休暇ですかね。サパテイカル・イヤーでしょう O

細谷 そうそう。その留守宅を借りてね。そうしたらね、真っ正面iに
富士山がばしっと見えるいい場所なんで、す、彼氏も大喜びでね。

秋山 先生の持っているそれは、どうも契約書のようですね。

細谷 これ?これはそのときの契約書。

秋山 当時からきちんとしていましたね。契約もきちんと交わして。

細谷 やっぱりそういう点は、向ごうははっきりしてますよ。買った

ときの学長は都fi'i重人先生。やっぱりあの人の力は大きいです

ね。三;11・グループからお金を11'.してもらい、文部省からも随分

予算をもらいました。それで一橋が手に入れたんですよ。ある

時、そのカーぺンターが名古屋で、講演を頼まれましてね。その

ときね、一橋の図書館長だった、私の友人で、東洋史の専川家ね。

杉本 名前、何と言ったっけ。きみと同)ijJの人だろう。

菊川 地淵龍夫先生でしょう。

細谷 そうそう o彼が図書館長だったからね。彼は堅い人物でね。カー

ペンターが名古屋に講演に行くという話が11'.たとき、そんなこ

と契約にないそ'って、それに反対したの。私はたまたま彼と商

大の同級生だったのでね、あんたそんなパカなこと言ってると

あとで笑われるよって、やっと口説いてカーペンターが名古屋

に行くのを許可してもらった。それで川原さんは彼と縁ができ

たんです。

杉本 それでカーぺンターが帰国してから、川原さんがハーバードに

行ったんだよ。

細谷 だから、私もちょっと役に立てたかな。

杉本 カーぺンターは 5、61ド前、『匝l富論』のフランス語版の各版

を比較検討した研究書を11'.したでしょう。あれは傑作だね。

細谷 あの人はすごいね。

杉本すごいよ、あれ。

細谷 アメリカでもライブラリアンで経済学を知っているのは彼だ

け。

唱
E
A
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杉本 彼はもうクレスを静めてハーバードの出版部に移ったな。どう

してあんなところに行ったのかね。

細谷 もったいない。あんなに貴重な人はいないですよ。

杉本 カーペンターはまたもう一度日本に来たようだな。

細谷 いっぺん来たんです。来たけどね、私は会えなかったけど。

杉本会えなかった?

細谷 講演に呼ばれたんだけど。あれは惜しいことしたな。カーペン

ターも出版部長を辞めて定年で悠々自適じゃないですか。

菊川 あの人はいくつぐらいですか。

細谷 70歳ぐらいかな。私よりず、っと若いですけどね。

菊川 私は彼と東大寺のお水取りに一緒に行っているんですけれど、

僕より年上だと思いましたが。

杉本 クレスのパブリケーションがあったでしょう o 彼は経済学のダ

イアローグ、 H8世紀におけるドイツ訴からの、 ドイツ語への

翻訳』というのを 1977年に出しただろう?クレス所蔵資料の

解題だな。あれ以後なにか出ているの?クレスの。それがわか

らないんだよ。

細谷私もわかりません。図書館に聞いてみますよ。

杉本 それからね、あんた東北大学で「西洋書誌学入門jを講義した

ろう。あんたの『私の体験的書誌学jには、あれの半分ぐらい

しか入ってないんでしょう?

細谷いや。

杉本 あれは全部入っているの。

細谷入っていますよ。

秋山 このようなノウハウも合めて、経済資料協議会のいろいろな活

動の基礎になってるんですね。

杉本先生と i!ii!判官主
秋山 杉本先生のお宅も先生のお宅らしく、本がたくさんございまし

た。

細谷 ええ、杉本先生はそうでしょう。

秋山ええ。
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細谷 大変なものですよ。たとえばね『資本論jの初版本とか貴重な

本がいっぱいありますよ。

秋山 そうなんですか。そうそう、私が見せていただいたのは、

1700何年でしたか、チャイルドの 1700年代のご本を何冊か

お持ちでした。

細谷 ああ。そういう本がたくさんあります。杉本先生はね、大塚先

生についで、、 21昨日に社会科学の本に強い人ですね。

菊川 さっき話がlI¥たシュタムハンマーの三川本もお持ちでしたね。

杉本 そう、持ってるよ。今でも時々使ってる O

細谷 先生は、何時頃から古本屋めぐりを始めたのですか。

杉本 そうだね、前にも少し話したことがあったと思うけれど、大正

15年春、武蔵高校の尋常科に入学してから、参考脅などを探

しに神保町lこH'，かけるようになってね。新刊書は学校の帰りに

新宿の紀伊国屋で買ったが、古本はやはり神保IIIJだったな。

菊)11 もうその頃紀伊国屋は開屈していたのですか。

杉本 その頃だったね。当時は関東大震災のあとで神保118"はいまほど

!I5の数は多くはなかったな。通っているうちに山の専門なんか

がだんだんわかってきた。

細谷 古本屋のオヤジと、どんな接触があったのですか。

杉本 そのころはまだ書生だから、神保町というより自宅近くの屈に

出入りしていたよ。大森新井宿の池七通りに*湖堂という古本

屋が、僕が高等科の一年生 (III:HII6年)のころに開業してね、

そこによく行ったよ。自主は古牒駿介、龍介の兄弟。龍介は

戦後に出た[解放のいしづえJ(解放運動犠牲者合葬追悼会

1956)に略歴が載っているが、福|河県出身で 1904年生まれ、

地元で労働運動に参加していたんだが、日本共応党の党員候補

として 3・15~IH*Iこ連座しちゃって捕まっちゃう O 後に上京

して兄貴とー紺に東治'1堂というl占を聞いたんだ。

細谷 その*湖堂って、僕も知っていますよ、戦前、大JI'IIIJに住んで

いたから。知っているし、何回か行ってはいるんだけれど、あ

まり買った覚えはありません。

菊川 トウコドウって、 j燦聞東湖のトウコですか。
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杉本 その東湖なんだが古藤という i'fi字をもじったんだよ、読みを

逆にしたんだな。こうゅう人だから、級う古書もどんなもの

か、見当がつくだろう。いまも子元にあるヒルブァディングの

“Das Finanzkapital" (Wien，1927)のタイトル・ページに am1 

Feb.1934って記入しであるが、本郷の福本t!f院が輸入したも

のなんだが、それを東湖堂で買ったというわけなんだよ。オヤ

ジの!峻介さんは、*京(あのほiは、大森あたりではごう言って

いた)よりはずっとお買い得ですよ、なんて言っていたのを覚

えているよ。その後のことだが、僕が東大に入って学生消費組

合赤門支部で学生委員として活動したんだが、僕は知らなかっ

たんだが龍介が組合の古書部を受け持つことになって、市で仕

入れていた。山は兄貴の駿介が守っていた。

菊川 先生とその兄m、縁が深いんですね。

杉本 縁はまだ続くんだ。大学卒業後、僕は東洋経済の記者になって、

紙・パルプを担当していた、そのころ紙の需給が逼迫してきて

ね、値上がりしはじめていたんだが、その頃駿介は屈を番目triに
任せて故紙業者になっていて、ぼくのところに紙業界の動向を

11¥1きに来ていた。情報取りっていうやっさ。

菊川 それじゃ、集書では世話になったが、情報提供でそのお返しを

したということになりますね。

杉本 そうゅうことになるかな。龍介は、学生消貨車11合がH百手n15年

に当局により解散させられたので山に戻ったんだが、結核で昭

和119年に亡くなった。

細谷 f.11はどうしたんで、すか。

杉本橋闘がヲ|継いたんだが、敗戦後はやいH寺JVJにIIIめちゃったな。

駿介は『古書通信J(14号 JlWfll9年 5月)の「古本屋の開業

を諮る座談会 jに弘文荘の反IIIJ茂縦や厳南堂の凶塚定ーたちと

11川5していたよ。

細谷 この人の話、はじめて向いましたよ。さっきヒルブァデイング

が11¥てきましたが、あとどんな本を買われたのですか。

杉本 そうだね、カントの『純粋理性批判jのクレーナ文庫版や、

“Quartel匂 Journalof Economics"の 1910年-20年代のパッ
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ク・ナンノfーを 10室長ノTーで買ったりしたオ斗。

細谷洋書の原広さんとのお付き合いはこのあとですか。

杉本 それはこれから話します。その原広さんだが、彼のことを初め

て教えてくれたのが龍介なんだよ。この辺のことは、いま、東

京洋書会が後楽会いらい丁度 10011'.ということで、この 10月

に『東京洋書会誌j の 100 年記念号を出すので、崇文~rの佐

藤毅:ftに頼まれて、洋書業界の大先述、!京広さんへのエロージュ

を書いたから、関心があったら読んでください。

知lらない人もいると思うので、原広さんの人となりを紹介し

ておこうか。彼は 1899年八王子生まれ、明治 32年だな。お

父さんという人が三多摩からねl棋にかけての醐の仲買人、明治

4511'-小学校を卒業してすぐ、九段下の組橋より神保町寄りに

あった堅木屋(当時1I1~-の洋書専門古書!占)に勤めたんだな。

細谷 堅木屋、懐かしい名前だなー。丁稚奉公ですね。

杉本 大正H寺代を通じてそこで修行してlI~l手11に入って独立。神田猿楽

町の I~I宅で、主に学者を相手に通信販売を始めたんだ。

菊)11 小学校を卒業して、いきなり洋書屋ですか、しかも古書脂なん

で、しょ。

杉本 抜群の記憶力の持ち主で、すごい人だよ。通信販売から始めた

んだが、昭和 11年になって、*大赤門前に屈を聞いた。

菊川 赤門前ってどの辺ですか。

杉本 赤門の斜め前に白文社という印刷所があって、そのそば、大野

屋旅館の隣。それで思い出したけれど、その頃僕は学消の機関

誌の I図書評論jの編集長をやっていて、その印刷所にしょっ

ちゅう行っていた。龍介に聞いていたもんだから、早速原広

に行った。昭和 11年の春だ。このときが初対面。ぼくは『図

書評論jのほかにも、学生の同人雑誌『東大春秋』にも関係し

ていて、その雑誌に原広の|持JII!i広告を出してもらった。広告料

は確か 1P-Iぐらいだったな。原広には随分本代を払ったが、こ

のときはもらった方だ、もちろん僕のポケットにはいったわけ

じゃないがね。堅木屋H寺代から、その頃・ツ橋にあった東京商

大の三浦新七、高垣寅次郎、金子!ほ之助などの先生たちの知遇
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を得て、社会科学文献について、いろいろ知識を得たんだろう

な。

細谷一橋の先生たちとの交流は随分古いんですね。

杉本 そうだね。東大の先生たちとは、本郷に開業してからかな。岸

本誠二郎先生などは猿楽町へ朝早くから押しかけたらしいよ。

岸本さんは、東大の土方ゼミ出身で当時は法政のスタップだっ

たので例外かな。

菊川 原広からどんな本を買われたのですか。

杉本 どんなって、たくさんあるよ。最初に買ったのはプランキの

“Histoire de ]' economie po!itique， 5ed.，1882だったな。それが

きっかけで常連になった、よく通ったよ。東洋経済に勤めるよ

うになってからもね。土曜日の午後になると、三越前から市電

に乗って本郷に行くんだよ。東洋経済を辞めて世界経済調査会

に移ってからも、そごの資料室の整備を頼まれたりしたことも

あって、調査会の蒐書でも世話になったが、書物の版次の区別

や稀i少性や、流通情報などいろいろと教わった。

細谷さん、あんた原広との関係は?

細谷 名前は勿論知っていますし、自に行ったこともあったと思いま

すが、貿ったという記憶はないんですよ。一橋の研究所も買っ

ていませんね。

杉本 そうなの。大塚先生はどうだろう。

細谷先生から原広の話を聞いたこともないですね。

杉本 あまり付・き合いは無かったのかな。戦後になって、原広さんは

新刊書の輸入に重点を置くようになったので、ある時期からは、

一誠堂から独立して崇文荘を興した佐牒毅さんから買った囲内

外の古書が、私の蔵書に占める剖りあいが多くなったね。佐藤

さんは私より二つ年下だけど、業界の最長老の一人で、付き合っ

てからもう 60年にもなるよ。高円寺の都丸脅1占の外丸茂雄さ

んは亡くなったが、マルクス主義系統のものは彼の世話になっ

たと思います。
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杉本先生の、これからの研究プラン

松本 杉本先生に伺いたいんですが、退職後にやろうと思っておられ

たことは何ですか。

杉本僕はね、今度の『経済資料研究jに制訳を載せたストライザン

トともう一つね、ジョサイア・チャイルドの書誌的検討。杉山

J.!:(平さんがこのチャイルドを醐訳 (r新交易論j東大出版会

1967) しているんですよ。アダム・スミスの『国富論j(岩iSl

脊白 2000 ~ 1)のほかにもね。彼はこれに解説を書いてい

るんだけど、どうも結論がはっきりしない。チャイルドについ

ては大正6年に福田徳三と武牒長蔵との聞で論争があってね。

海外ではいまでも問題になっている C というのは、この『新交

易論jという本は、当時のベストセラーで、クレス・ライブラリー

のカーぺンターが、経済学のベストセラーというのを選んだこ

とがあるんです。そのときもリストに入っているんだけどね。

いまだに外国でも国内でも各)阪の関係が混乱しているんでね。

それを書いておいてやろうと思っているの。それに、僕も背ね、

f資本論静典jを、あれは 1960年ごろかな、編集したときに。

菊川| 青木書屈のですか。

杉本 そう青木。あれをやったときに人名項目というのがあってね。

『資本論』に出てくるいろいろな人を資本論ではどう倣ってい

るかという点から、人名を取り上げたんで、すよ。そのとき、ス

ミスを研究しているのは誰かとか、ケネーは誰かとか、全fiiiそ

れぞれの第一人者みたいな人に刺んだんだけど、当H寺まだちゃ

んとやっている適当な人物がいないような人名が残っちゃった

んだ。あの『静典jはとても厄介だったんだ。例えばね、カッ

コや句読点などの約物が非常に多いのでね。行内にスペース

が空いては体裁が悪いんでね、 1行ごとにぴったり活字がそろ

うようにリライトを盛んにやったんだけどね。このチャイルド

は当時、日本でとくに研究していた人がいないんで、しょうが

ないから僕が編集委員の責任で書いたんだ。そのとき以米、チャ

イルドを追及しようと思ってね。そのほかにも、まあいろいろ

あるんだよ。いまのチャイルドも ~JJ\'lなんだが、ご存じのよう
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に、いままでアダム・スミスが経済学の元祖だと言われてきた

が、その先速にジェイムズ・ステュアートがいるだろう、アダ

ム・スミスはわざと自分の先輩を無視した。だから、 Iアダム・

スミス以前jとか「スミスの先行者jとかいう本は、要するに

アダム・スミスより前の先行著作に注目している。ぼくも、小

林昇君や竹本洋君たちに追従して、杉山Ji!.1平さんのチャイルド

研究を検討しようと思っているんだよ。

菊川 先生、チャイルドの原本は何冊もお持ちなんでしょ。その他の

材料もお手元にあるようですから、あとはおやりになるだけで

すね。

杉本 そうだな。チャイルドはプランス語版も含めて、 7冊ほどある

よ。ところで綱11谷さん、あなた津田内匠さんの近況知らない?

細谷 知っていますよ。私は津田さんとは割合に親しいんですよ。

杉本 津田さんは、一橋の古典資料センターには籍は置いていないけ

ど、あそこの運営のアドパイサーみたいなことはやっていたん

だろう?

細谷ぞれはそうだけど。

杉本僕はね、彼に早くやってもらいたいことがあるんだけどね、僕

の生きているあいだに。

細谷それは何ですか。

杉本 チャイルドのプランス語訳をテキストに邦訳を彼がやっている

筈なんだよ。訳者グルネのルマルクがあってね。これを彼に訳

してもらいたいんだよな。

それにしても脇村先生関係で時間をとられすぎた。結構、愉し

かったこともあったけどね。いったい何年かかったんだ。

菊川 『回想録jのヒヤリングが始まったのが 89年、最後の『わが

故郷・・・ jが終わったのが 98年、その1I1Jご一緒に編集した

本が6illtです、ちょっと中断の時もありましたが。

杉本僕は国大も商大も定年になって、自分の最後までにやろうと

思っていたのが、全然できないんだよ。いろいろ材料を集めて

おいたんだが。やろうと思ったら目が悪くなっちゃってさ、身

体もね。横文字の方はね、スペリングなんかちゃんと覚えてい
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るのに、漢字が駄目。こっちの方は、何偏だったかな、っくり

はどうか。尽力って言葉があるだろう、尽力の「尽jという字、

あれの1'111首はなんだったか、あれ、「しかばねJっていうらし

pけれど、それをいちいち岩1皮の国語辞典などをヲ|かなくちゃ

ね。ルーペ片手に、大変なんだ。

杉本先生の近況

菊川| こういう写真があるんです。これは先生の米寿のお祝いのとき

の写真なんです。米寿だから 88識ですね。ですから今から 7

~8 年前なんですけど。 11(形の温泉宿lこ、泊まって。

杉本 これは赤湯?

菊川赤湯ですね。

細谷 先生、金!弄.風をパックにお殿さまみたいだ。

杉本 赤湯では結城豊太郎の記念資料館に行ったな。あの日銀総裁

のね、安田保普社の専務理事などもやった。あの人は学者です

からね、ここのコレクション、いいものがあるんですよ。彼は

あそこの出身なんですね。それからハーグの国際司法裁判所の

所長をやった安迷崎一郎という裁判官がいるんだ。今の人たち

はあまり知らないだろうが、この人もあの辺の出身。赤湯って

いうのはね、 ~II同風で言うと丹泉なんだね。だから泊まった宿

もたしか丹泉ホテルっていっていたな。あの辺をフルーツライ

ンって言っているんだよ。もうサクランボもラ・フランスも、

あそこは一年1¥1、果物があるんですよ。いいところですよ。今

度、最上川の船下りをやりたいなと思ってるんだが。

赤湯に泊まる前に川西町へ行ったな、あそこには井上ひさしの

遅筆堂文庫があるo 彼はふるさとのあそこに蔵書を全部寄贈し

ちゃったんだよ。それが町立の遅*jji文庫。|当分が使うときは

それを東京に取り寄せるんだそうだ。自分のライブラリが町立

になったんですよ。そこにはね、会社~なんかも随分並んで、い

ましたよ。企業史。

根田 升ユ上ひさしは『社史に見る太平洋戦争J(新潮社 1995) を書

いていますね。
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杉本 秋山さんは約束のH寺11¥1になるとちゃんと 911寺半に現れるから

ね、こっちは飯食っている111[，1がないんだよ。僕は朝起きると庭

の草抜いたり、昼ごろまで夢"11になってそんなことをやってい

るんだよ。そうするともうお昼になっちゃう。飯食うの忘れて。

このごろね、年取ると)阪が減らないんだ。ミルク 1杯ぐらい飲

んでね。特にいま、 iWjの涼しいうちに庭仕事しているからね。

棚田 暑い時期lはあまり外にIHられないほうがいいですよ、先生。

杉本 うん、熱中症ね。脱水症状になるといけない。心配するから、

毎晩「生きているぞjって東京の子どもに電話をかけてね。降

圧剤を 3種類飲んでいるの。だからいま 120から 130ぐらい

なんですよ。

棚田 ちょうどいいですね。

杉本僕はもう、ぽっくり死にますから o

菊川 ぽっくりいらっしゃる前に、おやりになることがまだいっぱい

あるんでしょう。

杉本 だから僕はいつも日本酒をね、 200cc、毎晩飲んでいるんだ。

牛乳瓶 1本分。だからね、一升瓶、だいたい 10日に 1本の。

菊川 またね、先生は会うたびにお話が違う。ひと月前にはね、 3日

しかもたないっておっしゃったんですよ。その次に 5日だって

言って。このあいだ先生、「四合)阪なんてぺろりだよjって。

杉本 そうなんだ。あれー升瓶だったね、液体っていうのは重いだろ

う。慣は鎌倉でこのあいだも「にんべんのだし汁jを買って、やっ

ぱり液体っていうのは重いね。

菊川 }闘は重いですよね。

高橋 まだお話なさりたいことが沢山おありだと思いますが、残念な

がらH寺rlllがなくなりました。これで終わらせていただきます。

両先生、ありがとうございました。聞き手の皆さんもお疲れ様

でした。杉本先生、創11谷先生、これからもお健やかにお過ごし

くださ L、。

-100-



あとがき

このヒヤリングは、冒頭の1J1Iき子の発言にあるような主旨で、 2回

にわたり行われた。協議会の終需を前にして、タイトルにもあるよう

に、協議会とともに歩んでこられた両先生の五十七年(タイトルは

六十年としたが)の道のりを振り返り I~I ¥11にお話いただいた。

お二人のお話は、過去の「経済学文献を諮る Jなどでのご発言と重

なるお11分もあり、また「冗漫 jに感じられる簡Nrもあろうかとも思う

が、当時の雰囲気を感じていただければと、ヒヤリング当日のやり取

りを、あまり予を加えずに復元した。乙の意図を汲んで、いただければ

幸いである o

なお、第 1回目は細谷先生に対して秋111と高橋が、第2回目は杉本・

細谷の両先生には、上記2名と菊川、松本、期111の5名が聞き手となった。

第1回目 2008年7月8日 細谷先生宅(武蔵小山)

第2rm EI 2008年7月29日 レストランサン・アロハ(片瀬)

ヒヤリングは 2IITJにわたったが、読みやすさを考慮し、 1恒!という

形に構成した。ご了承いただきたL、。

(菊川秀男)
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